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埋葬遺構出土青銅器・鉄器



序

　玄界灘に面して広がる福岡市には豊かな歴史と自然が残されており、これを後世に伝えていくこと
は現代に生きる我々の重要な努めであります。
　福岡市教育委員会では開発事業に伴い、やむをえず失われていく埋蔵文化財については事前に発掘
調査を実施し、記録保存に努めています。
　今回、長峰地区土地改良事業を行うに当たり、松木田遺跡・内野熊山遺跡・岸田遺跡・長峰谷口Ｂ
遺跡の発掘調査をおこない、多くの貴重な成果をあげることができました。
　本書は岸田遺跡の報告となりますが、本年度が本事業にかかる調査報告書作成の最終年度となって
おります。
　本書が文化財保護へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としても活用していただけ
れば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行にいたるまで、福岡市長峰土地改良区の皆様をはじ
めとした地域の皆様、そして関係各位のご理解を賜り、多大なるご協力をいただきましたことに対し
厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 平成27年3月25日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福岡市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　教育長　酒井　龍彦



例　言

1． 本書は福岡市教育委員会が、長峰地区土地改良事業に伴い、平成21〜23年度に早良区早良地内

において実施した発掘調査のうち、岸田遺跡第1次調査2〜5区の発掘調査報告書である。1区の

調査については『岸田遺跡』1（福岡市埋蔵文化財調査報告書第1256集）で報告している。

2． 遺構の実測は長家伸、大塚紀宜、板倉有大、松尾奈緒子、名取さつき、坂口剛毅、朝岡俊也が

行った。

3． 遺物の実測は長家、常松幹雄、大塚、細石朋希、撫養久美子、井上加代子、大庭友子、山口朱美

が行った。

4． 製図は長家、常松、撫養、井上、大庭、山口、名取、坂口が行った。

5． 写真は長家が撮影した。空中写真は（有）空中写真企画、巻頭の遺物写真は岡紀久夫（（有）文

化財写真工房）が撮影した。

6． 本書で用いる方位は磁北であり、座標北から6°西偏し、真北から6°18′西偏する。なお座標

は特に断らない限り世界測地系を使用している。

7． 本書で用いる遺構番号はには遺構の性格を示す略号を付して表記している。略号は掘立柱建物

（SB）、竪穴住居跡（SC）、溝・旧河川（SD）、土坑（SK）、土坑墓・木棺墓（SR）、甕棺

墓（K）、ピット（SP）、包含層・その他（SX）である。

8． 本書に関わる図面・写真・遺物等の全資料は福岡市埋蔵文化財センターで収蔵・保管されるの

で、活用いただきたい。

9． 本書の執筆は長家、田上勇一郎が行い、編集は長家が行った。

岸田遺跡第1次調査
遺跡調査番号 0930 遺跡略号 KID－1
所在地 早良区早良4丁目地内 分布地図番号 S16―0788
開発総面積 19ha 調査面積 5,775㎡
調査期間 平成21年10月27日～平成22年10月19日 事前審査番号 19－1－38
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－ 1 －

Ⅰ　はじめに

１　調査にいたる経過
　平成19年7月23日付け、農計第387号により、福岡市農林水産局農林部農地計画課長より埋蔵文化財
第1課長宛に、早良区早良2～5丁目地内における、長峰地区基盤整備促進事業にかかる「埋蔵文化財
の事前審査について（依頼）」が提出された（事前審査番号19－1－38）。当該事業は平成21年度～
23年度の3ヵ年にわたって、長峰地区の耕地19.0haにおいて圃場整備事業を行うものである。計画地
域内には周知の埋蔵文化財包蔵地として、松木田遺跡・岸田遺跡・下兵庫遺跡・内野熊山遺跡が存在
しており、書類審査を行った埋蔵文化財第1課では、計画地域全体を対象として試掘調査が必要な旨
を回答した（平成19年7月24日、教埋1第1260号）。この後埋蔵文化財第1課、農地計画課および、施
工主体である長峰土地改良区によって協議が重ねられた。その結果平成19年8月7日付けで、長峰土地
改良区理事長名で教育長山田裕嗣あてに埋蔵文化財予備調査承諾書が提出された。これを受けて埋蔵
文化財第1課では平成19年8月28日～平成20年４月22日の期間で全面を対象とした試掘調査を行った。
試掘調査は地権者と協議の上、耕作の行われていない田面から随時行うこととし、一部の調査不能で
あった田面を除いて、計画地全体に設定した。試掘トレンチの総数は321本であるが、調査後に再度
耕作をするため、各トレンチは幅1ｍ、長さ2～5ｍの小規模なものとなっている。この試掘調査の結
果、計画地の北東側は室見川の氾濫原となり、遺構は確認されなかったが、西～南側の段丘面上を中
心として濃密な遺構群が展開していることを確認した。この結果を平成20年6月4日付け、教埋1第633
号で農地計画課長宛に「埋蔵文化財の事前調査について（回答）」で回答した。この回答に伴う協議
で、事業実施に当たっては、工事によって埋蔵文化財の破壊が避けられない地区および施工後の保護
盛土が20cm以下もしくは2ｍ以上となる地区については発掘調査を行い、記録保存を図る必要がある
旨を伝え、試掘調査結果と事業計画のすりあわせを行い、発掘調査が必要な地区と現状保存が可能な
地区を明確化する作業を行うこととした。この結果、平成21年度～23年度の施工計画にあわせ、各年
度4月から調査対象地について発掘調査を行うこととし、当該年度の調査地点が終了後は、次年度の
要調査地点についても、地権者の了解が得られる田面について継続して発掘調査を行うこととした。
また、調査中においても計画高の見直しを行い、積極的に遺構の保存を図ることとした。なお、1地
点で遺構を認めていた下兵庫遺跡においては、本調査前の再試掘の結果、遺構がないことを最終的に
確認している。
　以上の協議を行ったうえで、平成21（2009）年4月15日～平成22（2010）年10月7日の期間で松

まつ

木
き

田
だ

遺跡第４次調査（遺跡略号：MKD－4、調査番号：0905）、平成21（2009）年10月27日～平成22
（2010）年10月19日で岸

きし

田
だ

遺跡第1次調査（遺跡略号：KID－1、調査番号：0930）、平成22（2010）
年9月16日～平成23（2011）１月25日で内

うち

野
の

熊
くま

山
やま

遺跡第1次調査（遺跡略号UKY－1、調査番号：
1025）、平成23（2011）年7月4日～平成23（2011）8月19日で長

なが

峰
みね

谷
たに

口
ぐち

B遺跡第1次調査（遺跡略号：
NGB－1、調査番号：1111）の調査を行った。調査に当たっての測量作業は、事業に伴い設置された4
級基準点をもとに行った。整理作業は調査と並行して行い、調査報告書は平成24年度から本年度まで
の3ヶ年で刊行予定である。
　なお、発掘調査・整理作業は、一部国庫補助の適用を受けて実施した。



－ 2 － － 3 －

　２　調査体制
　事業主体　長峰土地改良区
　調査主体　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財第2課
　整理主体　福岡市経済観光文化局文化財部埋蔵文化財調査課
　調査総括　現埋蔵文化財調査課長　濱石哲也（平成21年度）・田中壽夫（平成22・23年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　宮井善朗（平成24・25年度）・常松幹雄（平成26年度）
　事前審査　現埋蔵文化財審査課事前審査係　吉留秀敏・星野恵美（平成19～20年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部泰之（平成21年度）
　調査庶務　現埋蔵文化財審査課管理係　古賀とも子（平成21～24年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横田忍（平成25・26年度）
　調査担当　現埋蔵文化財調査課　長家伸・加藤隆也・大塚紀宜・阿部泰之・松尾奈緒子
　なお、文化財部は組織改編のため平成24年4月1日付で教育委員会から経済観光文化局に移管した。

　３　各調査地点概要
　発掘調査は施工計画にあわせて平成21～23年度にわたって行った。なお、松木田遺跡第4次調査1区
については上面遺構面のみ調査を行い、下層の縄文時代包含層は現状保存を図っている。
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写真 1調査区付近より北側を望む（平成24年4月撮影）

写真 2調査区付近より南側を望む（平成21年5月撮影）
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写真 3土地改良事業前（平成21年5月撮影）

写真 4土地改良事業後（平成24年4月撮影）
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写真 5松木田遺跡第4次調査1区全景（上空から） 写真 6松木田遺跡第4次調査2区遠景（東から）

写真 7松木田遺跡第4次調査5区全景（上空から） 写真 8内野熊山遺跡第1次調査1区全景（東から）

写真 9内野熊山遺跡第1次調査2区調査状況（南から） 写真10長峰谷口B遺跡第1次調査全景（東から）



第2図事業地内調査区位置図1(1/3,000) －折込l一



第3図事業地内調査区位置図2(1/3,000) －折込2一
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第4図　調査区区分図（1／1,000）

Ⅱ　岸田遺跡第1次調査の記録

　1　第1次調査の概要
　岸田遺跡は扇状地形が自然開析によって舌状に分離した砂礫台地、およびその前面にひろがる沖積
扇状平野から構成される。遺跡北端では室見川が大きく西に蛇行し、砂礫台地もこれに向かって急激
に落ち込んでいる。本書で報告する第1次調査地点は、室見川に比較的近い遺跡北東端部に位置し、
弥生時代の墓域を検出した4区は扇状地が台地化した砂礫台地上に、弥生時代から古墳時代の集落域
を検出した1・2・3・5区は台地前面の沖積扇状地上に立地する。今回は圃場整備事業で遺構面が影響
を受ける部分のみを調査対象としており、影響を受けない部分については現状保存の措置を取ってい
る（第2・3図参照）。
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－ 11 －第5図　調査区全体図（1／600）
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第6図　調査区横断面図（1／200）

　台地部・低地部ともに、以前農地の区画改良工事が行われており、その際にも水田形状が整えられ、
それぞれ北に向けて階段状に低くなっている。台地部では調査前旧田面標高は南側50.88ｍ、北側先端で
48.55ｍ、低地部では旧田面標高は南側で46.41ｍ、北端部で39.06ｍである。比高差は4～9ｍで北側に行
くにしたがって比高差が大きくなる。台地上および東側斜面では削平が進んでおり、失われた遺構も多
いと考えられ、斜面部では現在残る平坦面上に痕跡的に残された甕棺墓や竪穴住居跡が認められること
からも、斜面の削平が進んでいることが想定できる。なお、低地部では比較的遺構の遺存状況は良好で
あり、竪穴住居跡を中心とした生活遺構を多数確認している。
　第1次調査区での検出遺構・遺物は弥生時代前期末～中世前半代にわたるが、主体は弥生時代前期末
～古墳時代中期である。低地部の1～3・5区では弥生時代前期末～古墳時代中期の掘立柱建物、竪穴住
居跡からなる生活遺構群を確認している。生活遺構は弥生時代後期及び古墳時代前期後半には一時的に
衰退（断絶）するが、①弥生時代前期末～中期末、②弥生時代終末期～古墳時代前期前半代、③古墳
時代中期前半代の3時期に集中している。また、台地上の4区では①期の遺構・遺物が大半を占めるほか
は、②期の遺構・遺物が少数存在しており、これ以降の遺構・遺物は極少量となっている。①期は台地
上で埋葬遺構群が営まれる時期に一致している。4区で検出した埋葬遺構は土坑墓・木棺墓8基、甕棺墓
78基である。埋葬遺構は台地尾根線上を中心に配置されているが、4区中央の空閑地をはさんで大きく
北群と南群に分かれる。北群は南群に比べ後世の削平の影響を大きく受けており、特に北端部及び東側
斜面部では失われたものも一定程度存在すると考えられる。南群では東側斜面部の一部で削平が想定で
きるが、北群に比較して遺存状態は良い。また、墓域は未調査の台地南側にさらに広がるようである。
北群・南群ともに埋葬は前期末～中期初頭より開始し、中期末までに大半の埋葬を終えるが、一部北
群では後期後半にも埋葬が行われている。副葬品としては北群の木棺墓から銅剣1本、甕棺墓から鉄戈1
本、南群の甕棺墓4基から銅剣4本、銅矛3本、青銅製把頭飾1個及び玉類が出土している。早良平野では
弥生時代前期末～中期初頭に青銅器等の集中副葬を見せる吉武高木遺跡を頂点とし、青銅器を副葬した
墓域を有する拠点集落が点在している。岸田遺跡は隣接する松木田遺跡・長峰遺跡とともにまとまった
遺跡群を形成しており、弥生時代前期末以降に展開する早良平野最南端の弥生時代集落である。青銅器
の集中的な出土は、平野内では吉武遺跡群の大石地区出土青銅器に匹敵し、更に中期後半代には鉄戈を
保有するなど、一貫して有力な立場を保持した被葬者像が浮かびあがる。
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第7図　1区上面全体図（1／400）

　２　1区の調査概要
　1区の調査成果については『岸田遺跡』1（福岡市埋蔵文化財調査報告書第1256集）で報告されてお
り、ここでは概要のみを記す。
　1区は調査前、標高46.05m～46.15mの水田である。砂礫台地に近い西側と室見川に流れ込む長峰川に
近い東側が高く、中央部が北に向かって低く傾斜する谷状の低位部をなす地形となっている。このた
め、低位部には地山である灰白色シルト・にぶい黄色土の上面に、オリーブ褐色土、その直上に遺物を
包含する黒褐色包含層が堆積していた。この黒褐色包含層には、輸入陶磁器や須恵器等の遺物がごく少
量含まれる。遺構面は、耕作土・床土（調査区中央の低位部ではさらに黒褐色包含層）を除去してあら
われる灰白色シルトおよびオリーブ褐色土の上面であり、遺構面標高は44.75m～45.5mを測る。
　この面で検出した遺構のうち、弥生時代の遺構の覆土は検出面に類似する暗オリーブ褐色土を主体
としていたため、これらの遺構をオリーブ褐色土上面で明確に検出することができなかった。この
ため、弥生時代の遺構は、黒褐色土を覆土とする古墳時代以降の遺構を調査した後にオリーブ褐色土
を除去し、灰白色シルト・にぶい黄色土の地山を全面に露出させてから調査することとなった。した
がって、本来の遺構面は1面であるにもかかわらず、実際には、古墳時代の遺構を調査した面と弥生
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時代の遺構を調査した面の2面を調査する結果となった（第7・8図）。また、土層観察の結果、黒褐
色包含層上面から掘削される遺構を確認したが、黒褐色土を覆土とするため、包含層上面で面的に検
出することはできず、古墳時代および弥生時代の遺構と同時に調査を行った。
　1区では、弥生時代前期末から中期末および弥生時代終末期から古墳時代中期後半までの竪穴住居
を中心とする集落遺構を検出した。弥生時代の竪穴住居群には掘立柱建物がともなう可能性がある
が、今回の調査では明瞭に抽出できていない。集落は、弥生時代後期および古墳時代前期後半に一時
的に断絶するものの、①弥生時代前期末～中期末、②弥生時代終末期～古墳時代前期前半、③古墳
時代中期初頭～中期前半の3時期に集中して多くの住居が営まれたようである。とくに、②の時期に
属する1区SC23・SC24および2区SC0201は、一辺7m×10ｍ程の大型の住居で、3棟が主軸をそろえて
整然と配置されており注目される（第5図参照）。また、③の時期のSC20では、住居廃絶時に祭祀を
行った痕跡が確認された。さらに、①②の各時期の遺構からは、佐賀平野系や豊前系、吉備系の遺物
がごく少量出土しており、他地域との断続的な交流が推測できる。このほかに、1区では、古代・中
世に属する柱穴・土坑等も検出したが、遺構のあり方は相対的に散漫である。

第8図　1区下面全体図（1／400）
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表2　1区検出の竪穴住居跡一覧
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第9図　2区上面・下面全体図（1／400）

　３　2区の調査
　1）概要
　2区は1区の北側に位置する。調査範囲は略東西に細く伸び、東西長約70ｍ、幅2～8ｍの調査区であ
る。調査前現況は水田で、田面標高は45.05ｍである。
　基本層序は1層：水田土壌、2層：黒褐色土、3層：灰黄褐色土、4層：明黄褐色土、5層：にぶい黄
褐色土となる。2層は西側高位部を除く調査区ほぼ全面に認められ、弥生時代中期の土器を中心とし
た遺物を包含しているが、この上面から掘り込む明確な遺構は見られず、堆積時期も不明である。
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第10図　2区南壁土層図（1／60）
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第11図　SB0206実測図（1／60）

このため調査は2層を除去した3層上面で行った（上面）。ここでは黒褐色土埋土の遺構主体として掘
り下げを行ったが、遺構面に類似したオリーブ褐色土・黄灰色土埋土の遺構については判別が困難
で、3層除去後の4・5層上面で確認した（下面）。この結果、1区同様本来は1面である遺構面を2面で
調査することとなった。おおむね上面では古墳時代以降の遺構、下面では弥生時代の遺構を確認して
いる。遺構分布は全体に濃密で1区で確認した各時期の集落が更に北側に広がっていることが確認で
きるが、SC0203以東は遺構面に拳～人頭大の礫・粗砂を多く含み徐々に分布が散漫となっている。
　検出遺構は弥生時代中期前半～中頃の竪穴住居跡2棟、弥生時代終末期～古墳時代前期の竪穴住居
跡5棟・掘立柱建物1棟のほか土坑・ピットである。この中でも古墳時代初頭に位置付けられる大型竪
穴住居跡SC0201は1区で検出したSC23・24の2棟に主軸を揃えて配置されており注目される。
　出土遺物の大半は弥生時代～古墳時代前期であり、特にピット出土土器では弥生時代中期中頃～末
が主体となる。このほか前期末～中期初頭の小破片が少量認められこれが弥生時代でもっとも古いも
のとなる。古墳時代の遺物も後期以降の遺物、特に須恵器はごく少量しか認められない。また、中世
に位置付けられる遺物も土師器椀皿類や陶磁器小破片が数点程度出土するのみである。
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第12図　SB0206出土遺物実測図（1／3）
　2）遺構と遺物
 （1）掘立柱建物（SB）
　ピットは西端の調査区高位部でまとまって確認しているが、掘立柱建物としてまとめることができ
たものは、掘り方が特徴的な1棟のみである。
　SB0206（第11図、写真25）
　調査区西端で検出する。一辺0.8～1ｍ前後で平面隅丸方形～長方形の柱穴を抽出した。主軸方位は
Ｎ－7°－Ｅであるが規模は必ずしも明瞭でない。柱痕跡は黒褐色土で直径30㎝程度である。また掘
り方埋土は黒褐色土とにぶい黄褐色土が互層となっている。同様の時期で類似した掘り方を有する建
物跡に4区SB0491、5区SB0502がある。古墳時代初頭～前期に位置付られる。
　出土遺物（第12図）　1～3はSP2040出土である。1は弥生時代中期の甕破片である。2は内外面刷毛
目を行う。3は外面タタキ後の擦痕が残る。4・5はSP2144出土である。4は内外面刷毛目、5は外面タ
タキの後の擦痕が残り、内面は磨滅が進むがヘラ削りを行う。6はSP2150出土である。大型の甕口縁
部である。橙色を呈し内外面刷毛目を行い、口縁端部に刺突による連続的な文様を施す。7はSP2155
出土で、外面に帯状の突帯を貼付し、内外面刷毛目による。
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第13図　SC0201実測図（1／60）
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第14図　SC0201出土遺物実測図1（1／3）
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第15図　SC0201出土遺物実測図2（1／3）

（2）竪穴住居跡（SC）
　SC0201（第13図、写真26～34）
　調査区西側で検出する。1区検出のSC23・24の東側に主軸を揃える大型の竪穴住居跡である。埋土は
黒褐色土、主軸はＮ－78°－Ｗで、長軸10.8ｍ、短軸7.8ｍの平面隅丸長方形を呈する。床面両短辺側に
は幅1ｍ、高さ15㎝ほどの盛土によるベッド状遺構を作り、西側小口部分はＬ字状に南壁沿いに折れ曲
がる。盛土はにぶい黄色土と灰黄褐色土の1：2混合土による。床面には貼り床が行われ、内部に間仕切
り状の小溝が断続的に残る。床面中央部に直径50㎝、深さ10㎝を測り、南側壁面に被熱痕跡が残る掘り
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第16図　SC0201出土遺物実測図3（1／3）
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第17図　SC0201出土遺物実測図4（1／3）
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第18図　SC0201出土遺物実測図5（1／3）

込みがあり、炉跡と考えられる。また、その北側には炭混じりのしまりのない黒褐色土を埋土とする不
定形坑が残っており、炉内からの炭化物をかき出したものであろう。主柱は2本柱と考えられるが、掘
り込みは40～60㎝ほどで柱痕跡も認められない。埋土・床面から多量の遺物が出土している。土器は甕
の破片が主体を占め、ほかに壺・高坏・椀・支脚等が出土するが完存するものはない。また、その他鉄
器、石器の破損品も出土している。
　1区SC23・24とほぼ主軸を揃えた配置をとり、1区SC23との間隔は4ｍ程度に復元できる。また、各住
居は平面規模・ベッド状遺構の配置方法などの屋内構造も近似性が高い。集落の中心的な住居跡群と考
えられるが、機能や各住居の共時性等についてはなお検討の必要がある。古墳時代初頭～前期に位置付
けられる。
　出土遺物（第14～22図、写真318～320・354・356）　出土遺物の大半は破損品であり、完存するもの
はほとんどない。また器面には煤が付着するものが多い。8～36は甕である。甕の大半が在地の長胴甕
である。調整の基本は口縁部および胴部内面は刷毛目、外面は口縁部～胴部外面上半にはタタキの後
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第19図　SC0201出土遺物実測図6（1／3）
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第20図　SC0201出土遺物実測図7（1／3）
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第21図　SC0201出土遺物実測図8（1／3）
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第22図　SC0201出土遺物実測図9（94～96は1／1、その他は1／2）

刷毛目、胴部下半は擦痕状の削りを行うものである（12～14、16～18、20、21、25、27、31～33）。口
縁部はく字形に屈曲し、胴部形態は最大径を上部に有し、底部は尖底に近い丸底もの（27）から、胴部
中位に最大径を有し、底部はより丸底になるもの（32・33）がある。19・23・24・26・30は内外面刷毛
目による。22には外面からの焼成後の穿孔が行われ、23は内面に螺旋状の刷毛目を行い、外面は被熱に
よりにぶい橙色を呈する。28は部分的に欠失する部分があるが完形に近い。外面は横方向のタタキの後
右下がりのタタキを行う。内面は部分的に当て具痕が残るが、全面に刷毛目が施される。この甕には
被熱痕跡・煤の付着が認められない。29は粘土紐の積み上げ痕跡を明瞭に残す。調整は外底部及び内面
に刷毛目が認められる。31は頸部と胴部に突帯を貼付する。34は口縁破片。35・36は同一個体と考えら
れる。ともに内外面刷毛目により、胴部下位には突帯を貼付する。37～39は複合口縁壺である。40は小
型壺で外面縦刷毛、内面横ミガキによる。42～44は弥生時代中期後半以降の丹塗り土器。46は直口壺で
ある。胴部は外面タタキの後刷毛目、内面は刷毛目による。47は口縁部破片、48～51は鉢、52～58は坏
である。59は口縁部破片で内面および端面に刷毛目を行う。60～65は高坏である。坏部は上位で屈曲す
る。また、62は4か所・63は3か所脚裾部に穿孔を行う。66・67は脚部破片である。68～81は椀である。
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82～84は支脚である。85は縄文土器深鉢である。86は床面から出土した鉄器である。片刃であるが切先
は丸みを帯び関や基部の折り返しは認められない。87は鉄刀子破片である。88～96は石器である。88・
89は石包丁、90は砥石、91・92は石剣の破損品である。93は蛇紋岩製の石戈の基部破片である。94～96
は黒曜石製石鏃である。
　SC0202（第23図、写真35～39）
　調査区中央で検出する。主軸はＮ－12°－Ｗにとる。長軸7.2ｍ程度に復元でき、短軸は5.2ｍの平面
隅丸長方形を呈する。埋土は黒褐色土で床面中央付近には炭化物が広がる（第10図24層）。また、北側
および東側壁沿いには幅1ｍ程の盛土によるベッド状遺構が作られる。盛土はにぶい黄色土と灰黄褐色
土の1：3混合土による。また同様の埋土で床面全面に貼り床が行われている。床面中央には直径80㎝、
深さ15㎝ほどの浅皿状の掘り込みが残り、炭混じりの黒褐色土が堆積している。その北側床面には微細
ながら被熱痕跡が残っており、炉跡周辺であることが想定できる。主柱は2本柱と考えられ、このうち
北側のみを確認している。また、ベッド状遺構脇の床面に小壺（97）が据えられていた。古墳時代初頭
～前期に位置付けられる。
　出土遺物（第23図、写真320・354）　97は口縁部の1／2を欠く二重口縁壺である。胴部は下膨れ気味
で外面に刷毛目を行う。98は直口壺である。胴部は球形に近く中位に最大径を有する。内外面に刷毛目
を行い、外面下半は削りを施す。底部内面は指押さえによる押し出しを行う。99は長胴甕である。口縁
部および胴部内面は刷毛目、外面は口縁部～胴部外面上半にはタタキの後刷毛目、胴部下半には削りを
行う。外面下半には煤が付着する。100は裾に3か所穿孔を有する高坏脚部。101は支脚で外面にはタタ
キを行う。102は鉄刀子破片である。
　SC0203（第24図、写真40）
　調査区東側で検出する。主軸はＮ－16°－Ｗにとる。南北長6.2ｍ以上、東西長5.7ｍ以上の平面隅丸
長方形もしくは方形を呈する。SC0202の3ｍほど東側にほぼ主軸をそろえて並び、これより東側では竪
穴住居は認められない。埋土は黒色土で南壁沿いには幅90㎝、高さ4～10㎝の削り出しのベッド状遺構
を備える。床面はほぼ平坦であるが、北側壁沿いには深さ30㎝ほどの掘り込みが残る。埋土に炭化物の
広がりはなく、炉跡・主柱等は確認していない。甕・壺・椀・高坏、鉄器等が出土している。なお、椀
形鍛冶滓（116）が1点出土しているが、本遺構に伴うものではなく埋土上面からの遺構に含まれていた
ものと考えられる。古墳時代初頭～前期に位置付けられる。
　出土遺物（第24・25図、写真320・354）　103は長胴甕である。胴部外面はタタキの後中位以下にヘ
ラ削りを行い、内面は刷毛目である。外面全体に煤が付着する。104～107は口縁部が直立する。胴部外
面にはタタキの後刷毛目、内面は刷毛目を行う。107は外面下半にはヘラ削りを行う。108は複合口縁破
片である。109～111は椀である。111は底部に穿孔を有する。112・113は高坏で、113は内面に暗文を有
する。114は脚部破片である。115はⅤ様式系甕の底部破片である。116は椀形の鍛錬鍛冶滓である。117
は鉄鏃である。118は黒曜石製の刃器である。縄文時代早期～前期に位置付けられる。119は小型の残核
で、ほぼ全面から縦長剥片を多数剥出したものである。
　SC0204（第26図、写真41～43）
　調査区中央で検出する。SC0205と主軸をほぼ揃え、切り合い関係からこれに後出する竪穴住居跡で
ある。主軸はＮ－75°－Ｅにとり、長軸6.5ｍ、短軸5.1ｍの平面隅丸長方形に復元できる。埋土は黒褐
色土で、西壁沿いには黒褐色土とにぶい黄褐色土の3：1混合土により、幅1ｍのベッド状遺構が作られ
る。また東壁沿いには幅1.3ｍ、深さ20㎝ほどの掘り込みを有する。床面全体にベッド状遺構と同様の埋
土での貼り床が行われている。主柱はP3とP4の2本柱で、主柱間のP2が炉跡状の施設と考えられるが、
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第23図　SC0202及び出土遺物実測図（1／60、102は1／2、その他は1／3）
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第24図　SC0203及び出土遺物実測図1（1／60、1／3）
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第25図　SC0203出土遺物実測図2（118・119は1／1、117は1／2、その他は1／3）
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第26図　SC0204及び出土遺物実測図1（1／60、1／3）
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第27図　SC0204出土遺物実測図2（138は1／1、その他は1／3）
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第28図　SC0205及び出土遺物実測図（1／60、1／3）

被熱痕跡や炭化物は認められない。また、南壁中央に掘り込み（P1）が認められるが、竪穴住居跡に伴
う施設であるかは不明である。出土遺物はコンテナ3箱程度で、甕・壺・椀等のほか石器が出土してい
る。床面よりわずかに浮いて脚付き椀（123）が出土している。古墳時代初頭～前期に位置付けられる。
　出土遺物（第26・27図、写真321・356）　120・121は長胴の甕である。120は胴部中位に最大径を有
し、外面は中位よりヘラ削りを行う。胴部内面は刷毛目を行うが、底部付近は指押さえによる。121は
底部が直径2.5㎝ほどの平底となる。内外面刷毛目によるが内面は一部ヘラ削りとなる。122は複合口縁
壺である。口縁部先端は屈曲し外反する。頸部外面に刺突文を施す。胴部外面中位以下はヘラ削りが刷
毛目状となる。胴部下位に外面からの穿孔が行われる。123は脚付き鉢である。刷毛とナデによる調整
を行う。124は橙色を呈する精製の小型鉢である。125～127・133・134は椀である。128～132は脚付き
椀類である。135は坏である。内面は細かい刷毛目、外面は粗い刷毛目を施す。136は砥石である。137
は裏側半分を失った石斧である。基部付近に緊縛による抉りが残っている。138は黒曜石製の削器であ
る。縄文時代中期後半～後期のものか。
　SC0205（第28図、写真41・42）
　調査区中央で検出する。SC0204と主軸をほぼ揃え、これに先行する竪穴住居跡である。主軸はＮ－75°
－Ｅにとり、長軸4.5ｍ、短軸4ｍの平面隅丸長方形に復元できる。埋土はやや淡い黒褐色土で、西壁～北
壁沿いには黒褐色土とにぶい黄褐色土の3：1混合土により、幅1ｍ弱のベッド状遺構が作られる。出土遺
物はコンテナ1箱程度で、甕・椀等の小破片が出土している。古墳時代初頭～前期に位置付けられる。
　出土遺物（第28図）　139は精製の椀破片である。内面に刷毛目、外面に縦方向の暗文が残っている。
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第29図　SC0207・0208及び出土遺物実測図（1／60、1／3）
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140は明橙色を呈する脚部破片である。径2㎜程の石英砂粒を多く含む。
　SC0207（第29図、写真44～46）
　調査区中央で検出する。SC0202に切られ、下面の明黄褐色土上面で確認した。調査区内では直径
6.4ｍ程の円形住居跡の1／3を確認している。埋土は上層が暗褐色土で、下層がオリーブ褐色土及び黒
褐色土である（第10図26～28層）。床面は平坦で、主柱穴の一部を検出している。出土遺物は破片が
少量出土するのみである。弥生時代中期前半～中頃に考えておきたい。
　出土遺物（第29図141・142）　141は断面逆L字形の口縁部小破片である。142は口縁部上面に粘土
帯を貼付し、端面には刻み目を施す。
　SC0208（第29図、写真47）
　調査区中央で検出する。SC0207の北側に位置し、これと同様に灰黄褐色土（3層）の遺構面を掘り
下げた明黄褐色土上面で確認した（下面）。調査区内では円形竪穴住居の南側の一部を確認し、調査
区内では直径6.4ｍである。埋土は黄褐色土で、壁際には壁溝を掘削しているほかは住居内施設は確認
していない。出土遺物は破片が少量出土するのみで、弥生時代中期前半～中頃であろうか。
　出土遺物（第29図143～146）　143・144は口縁部外面に粘土帯を貼付し、断面逆L字形につくる甕
の口縁部小破片である。145は上げ底の底部である。裾部分はほとんど張り出さない。146は磨滅が進
み表面の剥落が著しいが、丹塗り土器の底部である。
（3）土坑（SK）
　SK0209（第30図、写真48）
　調査区中央で検出する。SK0210→SK0209の先後関係となる。東西長2.5ｍ、南北長2ｍ以上の隅丸方
形～長方形を呈する。深さ40㎝程度で底面はほぼ平坦である。埋土は灰黄褐色土で、底面で検出した
ピットは黒褐色土である。遺物は小破片が少量であるが、甕口縁部破片等より弥生時代中期中頃に位
置付けられる。
　出土遺物（第30図147～149）　147は粘土帯の貼付により口縁断面三角形につくり、外端部に刻み
を施す。148・149は断面逆L字形を呈し、胴部上位に突帯を貼付する。
　SK0210（第30図、写真49）
　調査区中央で検出する。SK0210→SK0209の先後関係となり、土坑の北～東壁を検出するのみであ
る。深さは40㎝で壁は斜めに立ち上がる。埋土は灰黄褐色土を主体とし、上層に一部黒褐色土が認め
られるが、別遺構の可能性も考えられる。遺物は小破片が10片程度出土するのみであり図示し得ない
が、弥生時代中期に位置付けられる。
　SK0211（第30図、写真50）
　調査区中央で検出する。SC0205に切られており、この竪穴住居跡に先行する土坑である。長軸1.8
ｍ、短軸0.8ｍの隅丸長方形を呈する。埋土は暗灰黄色土で、壁はほぼ直立する。底面は砂礫層に掘り
込んでおり、やや凹凸が認められる。遺物は小破片が4片出土するのみであり図示し得ないが、内面
に刷毛目が認められる破片が含まれている。
（4）ピット（SP）
　SP2094（第31図、写真51・52）
　調査区北西側で確認する。本来上面（検出標高44.40ｍ）で確認していたが、作図は遺物の出土状
況を確認した下面調査より行っている。埋土は黄灰色土で、平面は長軸90㎝である。断面は北西側よ
りスロープ状に掘り下げ、中央部分は上面検出面からの深さ90㎝のピット状に掘り込む。掘り込みに
添うように甕150の上半部1／2を据え、その内側に甕151の上半部1／5ほどの破片を倒立して据えてい
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第30図　SK0209・0210・0211及び出土遺物実測図（1／40、1／3）
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第31図　SP2094及び出土遺物実測図（1／20、1／3）
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第32図　その他の出土遺物実測図（1／3）

る。また、その下部では甕150の下半部が倒立状態で出土した。甕はいずれも完形とはなっていない
が、人為的な埋納が想定できる。なお周辺で掘立柱建物をまとめることはできなかった。
　出土遺物（第31図、写真321）　150は胴部の1／4を欠く甕である。器壁は明褐灰色を呈し、外面に
は煤が付着する。口縁部は粘土帯の貼付けにより断面逆L字形につくる。胴部は砲弾形を呈し、底部
は平底である。151は上半部の1／5破片である。口縁部は断面逆L字形である。
（5）その他の出土遺物（第32図、写真343）
　概要の項でも述べたように、ピット出土土器は弥生時代中期中頃～末が主体となり、前期末～中期
初頭の小破片が少量認められる。また、古墳時代前半代の遺物も認められるが、後期以降の遺物、特
に須恵器はごく少量しか認められない。更に中世に位置付けられる遺物も土師器椀皿類や陶磁器小破片
が数点程度出土するのみである。ここでピットまたその他調査中に出土した遺物の一部を報告する。
　152は土師器皿である。磨滅により調整は不明である。153は脚部破片である。154は土師器椀で内
外面横方向のミガキを行う。155は滑石混入の縄文土器口縁部破片である。156は壺の口縁部である。
頸部内面ミガキ、外面縦刷毛を行う。157はほぼ完形の器台である。158は白磁碗口縁部。159は滑石
が混入した縄文中期阿高系の破片である。160は須恵器甕口縁部。161は弥生時代中期の甕破片であ
る。口縁部は粘土貼付けにより断面三角形につくる。
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第33図　3区全体図（1／400）

　４　3区の調査
　1）概要
　3区は2区の北側に位置する。調査前現況は水田で、田面標高は43.29ｍである。調査区北側に隣接す
る田面は現況標高41.22ｍで、3区田面との比高差は2ｍにもなり、崖状に大きく落ち込んでいる。試掘
調査の結果でもこの3区北側田面より北は礫層を伴う氾濫原となり遺構は確認されていない。
　調査区ではかっての水田整備事業による削平が進んでおり、1・2区で見られたような遺物包含層は
認められず、水田土直下で明黄褐色土を主体とした遺構面を検出する。遺構面標高は西～南側が43.1
ｍ前後、北～東側が42.25ｍ前後である。前述のように遺構面の削平が進んでいるため、遺構の残存状
態は不良であり、結果的に1・2区と比べると比較的散漫な状態となっている。
　検出遺構は弥生時代終末期～古墳時代前期の竪穴住居跡2棟、古墳時代中期の竪穴住居跡1棟のほか
土坑・ピットである。
　2）遺構と遺物
　（1）竪穴住居跡（SC）
　竪穴住居跡は3棟検出しているが、残存状態はいずれも不良である。削平が進んでおり、本来はこ
のほかにも住居跡が存在していた可能性は高いと考えられる。
　SC0301（第34図、写真58・59）
　調査区中央で検出する。削平により竪穴住居跡の北側半分が失われており、残存する壁高は10～20
㎝程度である。主軸はＮ－76°－Ｗにとり、長軸7.6ｍ、短軸は主柱の位置から4.5ｍ前後の平面隅丸
長方形に復元できる。埋土は黒褐色土で、東西両壁沿いにはにぶい黄色土とオリーブ褐色土の1：1混
合土により、幅1ｍ程度のベッド状遺構が作られる。P2・3の2本主柱で、掘り方は一辺70㎝強の方形
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第34図　SC0301及び出土遺物実測図（1／60、1／3）
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で、床面からの深さは50㎝程である。主柱穴の埋土は黒褐色土で、P3では直径20㎝の柱痕跡を確認し
ている。壁溝が全体に巡り、南壁際には掘り込みを有する。出土遺物はコンテナ2箱で、甕・高坏等
が出土している。弥生時代終末期～古墳時代初頭に位置付けられる。
　出土遺物（第34図）　162は甕の口縁部で内面には刷毛目を行う。163は鉢で外面は擦痕状の刷毛
目、内面は刷毛目による。164は丸底の底部である。内底部は指押さえ・ナデによる。165は脚部を欠
失している。外面タタキの後刷毛目を行う。166は淡橙色を呈する大型甕である。頸部及び胴部に突
帯を貼付し、外面はタタキの後粗い刷毛目を行う。内面は全面刷毛目による。
　SC0302（第35図、写真60～66）
　調査区東側で検出する。SC0309の中央部分を切る形で検出する。主軸はSC0309にほぼ同じで、東
西長5ｍ、南北長4.6ｍで平面はやや歪んだ隅丸方形である。埋土は黒褐色土で、床面は凹凸が著しい
が、中央付近がやや高くなり、壁際に10㎝ほどの掘り込みを行っている。また、南壁中央から長さ1
ｍ程の間仕切り状の溝が掘削されている。遺物は南壁沿い東側で集中した廃棄が認められ、甕・壺・
椀・高坏が出土している。古墳時代中期前半に位置付けられる。
　出土遺物（第35～37図、写真322・323・356）　167～171は布留式甕である。口縁部はわずかに内
湾気味で、167のみ端部の摘み上げが残る。171は80％ほど残存し、外面には煤が付着する。胴部は
球形で、外面刷毛目によるが肩部には横刷毛はなく縦刷毛のみである。内面は頸部やや下位より横方
向のヘラ削りを行い、下半も横方向である。また、下半には1／3程には指頭痕が明瞭に残る。172～
176は壺である。172は口縁部は外反気味に開き、胴部は球形を呈する。胴部外面には煤が付着し調整
は細かな縦刷毛を主体とする。内面は縦方向に削り上げ、器壁は厚い。173は上半部が残存する。外
面から口縁部内面は刷毛目、内面は横～斜め方向のヘラ削りによる。174・175は胴部外面にミガキを
行う。175にはミガキ前の刷毛目が残っている。176は口縁部横ナデ、胴部外面刷毛目による。177・
178は手づくねの椀で、全面に指頭痕が残る。179～185は高坏である。179は坏部が屈曲部のない椀形
で、外面下位に刷毛状の痕跡が残る。180は小型の脚部である。182は灰白色を呈し坏部は横ナデを行
い、脚から坏部下半には刷毛目が残る。181・183～185は橙色を呈する。器面にはやや粗いミガキが
行われている。185坏部外面下半にはヘラ削りが行われる。186は砂岩製砥石、187・188は石包丁で、
188は立岩産の輝緑凝灰岩製である。
　SC0309（第35図、写真60・61）
　調査区東側で検出する。SC0302により大半を失い東西両側を残すのみで、さらに削平により竪穴住
居跡の北壁部分も失っている。主軸はＮ－80°－Ｗにとり、長軸6.8ｍ、短軸は5m前後の平面隅丸長
方形に復元できる。埋土は黒褐色土で、東壁小口壁沿い及び西壁沿いにはコ字形に、にぶい黄色土と
黒褐色土の1：1混合土により幅70～90㎝のベッド状遺構が作られる。主柱はP1～3を使用した2本柱と
考えられる。遺構検出時にはSC0302との切り合い関係を認識しておらず、全体を一段掘り下げた時点
で切り合い関係を確認したため、出土遺物の多くがSC0302に混入してしまっている。SC0309で取り
上げた遺物はコンテナ1箱で、小破片のみで時期の詳細は明らかにし得ないが、薄手で灰白色を呈し
内面にヘラ削りを行った胴部破片が認められ、SC0301に近い時期を考えておきたい。
（2）土坑（SK）
　SK0303（第38図、写真67）
　調査区東側で検出する。SC0309の西側に50㎝の間隔をあけて、並んで位置している。主軸は
SC0309にほぼ同じで、Ｎ－12°－Ｅにとる。東西長2.3ｍ、南北長3.8ｍで平面はやや歪んだ隅丸長方
形である。埋土はにぶい黄褐色土で、床面は北側に馬蹄形の高まりがある。壁高は2～5㎝で遺構の大
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第35図　SC0302・0309及びSC0302出土遺物実測図1（1／60、1／3）
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第36図　SC0302出土遺物実測図2（1／3）

半を失っている。本来の形状は明らかでないが、竪穴住居跡の貼り床の一部である可能性もある。出
土遺物は小片3点のみで図示し得るものはないが、薄手で内面削りを行う胴部破片が出土している。
時期的にはSC0309に近接するものと考えられる。
　SK0304（第38図、写真68）
　調査区東側で検出する。SC0309の東側に位置し、主軸はＮ－59°－Ｅにとる。東西残存長3.5ｍ、
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第37図　SC0302出土遺物実測図3（186～188は1／2、その他は1／3）

南北残存長1.9ｍで、平面は東壁から南壁は矩形に曲がるが、西側はゆるやかに屈曲している。埋土は
暗褐色土で、壁高15㎝、床面はほぼ平坦である。弥生時代中期後半の土器小破片が出土している。
　出土遺物（第38図）　189は丹塗りの高坏である。口縁部は鋤形を呈する。190は器台である。外面
は縦刷毛、内面は裾が横刷毛、上部はナデによる。
　SK0306（第39図、写真69・70）
　調査区中央で検出する。SX0307の西側に位置し、主軸はＮ－65°－Ｗにとる。長軸1.25ｍ、短軸0.7
ｍの、平面隅丸長方形である。埋土は黒色土で焼土・炭化物等は含まれていない。壁は斜めに立ち上
がり、底面は緩やかに湾曲する。埋土途中に人頭大の花崗岩自然礫を4個体並べている。瓦器椀・内
黒土師器椀や石鍋の小破片が出土しており、中世前半代に位置付けられる。
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第38図　SK0303・0304及び出土遺物実測図（1／40、1／3）
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第39図　SK0306及び出土遺物実測図（1／30、1／3）

　出土遺物（第39図、写真343）　191は滑石製の石鍋破片である。外面に削りの痕跡が明瞭に残る。
内湾気味に直立し、鍔は認められない。
（3）その他の遺構（SX）
　SX0307（第40図、写真71）
　調査区北側には2ヶ所に自然開析による窪地への堆積層が認められる。互いに形状・出土遺物が異
なっており、形成要因に違いがあることが想定できる。
　SX0307は東側に位置する。自然の流水等により抉られて形成されたものと考えられる。SX0308に
比べ底面の凹凸が著しく、くぼみ内には小礫を多く含む砂礫層が堆積している。また上層は安定的な
黒褐色土で覆われている。出土遺物は小破片のみであるが、古代～中世前半代の土師器・須恵器が出
土している。
　出土遺物（第41図192～194）　192は土師器椀高台である。193は須恵器高台である。外底部分は回
転ヘラ削りを行う。194は橙色を呈する土師器椀である。
　SX0308（第40図、写真72）
　調査区西側に位置し、SX0307同様に自然の流水により形成されたものと考えられるが、SX0307に
比べ底面は平滑であり堆積層にも粗砂・砂礫等は含まれず、埋土は安定的な黒褐色土である。出土遺
物は小破片のみであり、弥生時代中期の遺物が主体となる。
　出土遺物（第41図195～199）　195・196は断面逆L字形の口縁部破片である。195は胴部上位に突帯
を貼付する。197は内湾気味の口縁部がく字形に屈曲し、内側にも嘴状に張り出しを有する。198は丹



H
=42.80m

H=42.80m

191
10 ㎝0

1m0

A

A
A

B

B

D

8

8
9

10

6

5

3

7

4

2

11

1

2

C

A

B

5

43

21

SX
03
07

SX
03
08

2m
0

H
=4
4.0
0m

H
=4
4.0
0m

－ 48 － － 49 －

第40図　SX0307・0308土層図（1／60）
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第42図　遺構検出面出土遺物実測図（1／3）

第41図　SX0307・0308出土遺物実測図（1／3）

塗り土器で外面および口縁部上面に暗文風のミガキを行う。199は椀で、内外面ナデによる。
（4）その他の出土遺物（第42図、写真343）
　ピットからは弥生時代中期～中世に位置付けられる遺物が少量出土しているが、古墳時代後期～古
代に位置付けられる遺物は認められない。また遺構検出時に縄文時代の遺物が出土しているのでこの
項で報告する。200は底部破片である。外面にぶい黄橙色、内面は褐灰色である。胎土には3㎜程度の
砂粒を多く含む。内底面には条痕を残す。201は楕円押型文小破片である。にぶい黄橙色を呈し、器
壁厚は5㎜程度である。
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　５　4区の調査
　1）概要
　4区は1～3、5区の西側砂礫台地の北側先端部上及び東側斜面に位置する。調査前現況は水田であっ
たが、一部は竹林化していた。調査前の台地上の旧田面標高は南側50.88ｍ、北側先端で48.55ｍであ
る。遺構面は耕作土直下の明黄褐色土～にぶい黄褐色土で、東側台地縁辺部では砂礫層が露出してい
る。また、斜面部分は東側沖積地まで5ｍ程の比高差を有しており、遺構面は階段状に造成されてい
る。斜面途中に作られた平坦面上には竪穴住居跡、甕棺墓がわずかに残っており、後世の削平が進ん
でいることがわかる。
　主な検出遺構には掘立柱建物1棟、竪穴住居跡8棟、溝1条、土坑18基、土坑・木棺墓8基、甕棺墓78
基、その他ピット等がある。削平により失われた遺構も多く存在すると考えられるが、現状でも台地
上面全体に遺構が認められる。検出遺構・遺物は弥生時代中期～中世前半代に位置付けられるが、弥
生時代中期の遺構・遺物が多く、特に中期中頃～末の遺物が主体を占めている。また弥生時代後期以
降中世までの遺物は比較的少量である。特徴的な遺構として弥生時代の土坑・木棺墓、甕棺墓による
埋葬遺構群を検出している。埋葬遺構群は空閑地をはさんで北側と南側の2群に分かれており、北群
の木棺墓から銅剣1本、甕棺墓から鉄戈1本、南群の甕棺墓4基から銅剣4本、銅矛3本、青銅製把頭飾1
個及び玉類が副葬品として出土している。北群については特に斜面による削平により失われた埋葬遺
構も多いのではないかと考えられるが、現状で残存している埋葬遺構についてはほぼ完掘している。
南群についてはさらに南側に墓域を延ばしている。
　なお、聞き取りによると、調査前の4区周辺では甕棺が存在するといわれていて、『荒平山城から
の落ち武者の墓』として伝えられていたようである。実際は弥生時代の甕棺墓群であったが、農作業
時等に甕棺が崩落するなどして、地域では埋葬遺構の存在が知られていたものと考えられる。
　2）遺構と遺物
（1）掘立柱建物（SB）
　掘立柱建物跡は1棟をまとめているのみである。その他建物としてまとめることはできなかった
が、中世前半代に位置付けられるピットが調査区北側及び中央南側～SC0453付近でまとまっている。
　SB0491（第45図、写真88）
　調査区中央で検出した1間×2間の建物である。主軸はＮ－9°－Ｅにとる。柱穴埋土は黒褐色土
で、長軸1ｍ、短軸0.8ｍ前後の平面長方形を呈し、柱痕跡は直径30～35㎝である。埋土・掘り方形態
より2区SB0206、5区SB0502に近接した、古墳時代初頭を前後する時期の建物と考えられる。
　出土遺物（第45図）　202は小壺の口縁部である。頸部内から外面はミガキによる。203は台付き器
種の下半部である。外面には煤が付着し、刷毛目調整を行っている。内面はナデによる。
（2）竪穴住居跡（SC）
　竪穴住居跡は8棟検出しているが、残存状態はいずれも不良である。調査区の削平が進んでおり、
本来はこのほかにも住居跡が存在していたものと考えられる。
　SC0405（第46図、写真89）
　調査区北側で検出する。南北長4.3ｍ、東西長3ｍ以上で、検出面から床面までは5㎝ほどで削平が
進んでいる。埋土は暗灰黄色土である。床面ににぶい褐色土で断面浅皿状の掘り込みがあり、掘り込
み底面及び北側床面に被熱痕跡が認められる。炉跡と考えられ、東側床面上には炭化物が広がってい
る。主柱は明らかでない。遺物は小破片のみであるが、内面ナデ外面縦刷毛を行う甕破片が認めら
れ、弥生時代中期の範疇で考えておきたい。
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第43図　4区全体図（1／400）
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第44図　4区遺構配置図（1／400）
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第45図　SB0491及び出土遺物実測図（1／60、1／3）

　SC0426（第47図、写真90）
　調査区北側で検出した、直径7.6ｍ程度の円形住居跡である。SK0444→SC0426→K0432・SR4911の
先後関係となる。埋土はにぶい黄色土で、削平が進んでいる。図中アミ部の8本ほどが主柱穴と考え
られ、埋土は褐色土～にぶい黄褐色土である。その他炉跡等の施設は明らかでない。遺物は小破片の
みで土器片のほか黒曜石剥片、玄武岩片などが出土しており、弥生時代中期前半に位置付けられる。
　出土遺物（第47図）　204～207は甕の口縁部である。口縁部は粘土帯の貼付けにより断面三角形
（204・205）や断面コ字形（206・207）につくる。208はやや薄手の上げ底につくる。
　SC0453（第48図、写真91・92）
　調査区南側で検出する。直径8.5ｍ程度の円形住居跡に復元できる。SC0453→K0452の先後関係とな
る。埋土は暗灰黄色土で、南壁沿いに壁溝が部分的に認められる。図中アミ部のうち10本ほどの主柱
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第46図　SC0405実測図（1／60）

と考えられ、主柱埋土も暗黄灰色土である。床面の中央のP1が炉跡の可能性があり、埋土黒褐色土で
炭化物を少量含んでいる。西側に接してSK4913が位置しているが、関連は不明である。遺物は小破片
のみで土器片のほか黒曜石剥片が出土しており、弥生時代中期中頃～後半に位置付けられる。
　出土遺物（第49図、写真343・355）　209～211は断面鋤形もしくは逆L字形を呈する口縁部破片で
ある。212は混入と考えられるが、全体の1／2が残存する小壺である。頸部～口縁部は湾曲し、胴部
は球形を呈する。213も混入の滑石製石鍋破片である。214・215は小型片刃石斧である。216は砂岩製
の砥石である。破面以外の全体を砥面とする
　SC0483（第50図、写真93）
　調査区南側で検出する。直径6.6ｍ程度の円形住居跡である。埋土は黒褐色土で、SC0484→SC0483
の先後関係となる。図中アミ部の8本ほどが主柱穴と考えられるが、その他床面からは間仕切り状の
小溝を確認している。また、南側床面で同様の埋土で平面4.2ｍ×2.7ｍの長方形埋土の掘り込みを確
認した（0483-2）。別遺構とも考えられるが、掘り込みの床面レベルが北側床面ともそろっており、
ここでは住居内の施設と考えておきたい。遺物として土器片のほか黒曜石剥片、砥石、石包丁などが
出土している。弥生時代中期中頃～後半に位置付けられる。
　出土遺物（第51図、写真355・356）　217～223は断面逆L字形を呈する甕の口縁部破片である。
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第47図　SC0426及び出土遺物実測図（1／60、1／3）
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第48図　SC0453実測図（1／60）

上面は水平もしくは内傾する。224は丹塗り土器の胴部破片である。225は壺破片である。226・227は
砂岩製の砥石破片で、破面以外は砥面となる。228は石包丁破損品である。229は黒曜石製の加工痕の
ある剥片である。縦長剥片の基部を調節し、側縁部に加工痕が認められる。
　SC0484（第52図、写真94・95）
　調査区南側で検出する。埋土は黒褐色土で、SC0484→SC0483・0485の先後関係となる。西～南壁
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第49図　SC0453出土遺物実測図（214～216は1／2、その他は1／3）

の一部が残るのみであるが、北側床面に被熱痕跡が認められるP1が炉跡と考えられる。土器片は小破
片のみの出土であり詳細は不詳であるが、弥生時代中期中頃～後半以前に位置付けられる。
　SC0485（第52図、写真96）
　調査区南側で検出する。南北長3.2ｍ、東西長2.7ｍの平面隅丸長方形である。埋土は黒褐色土で、
SC0484→SC0483・0485の先後関係となる。西～南壁沿いには壁溝が認められ床面中央には被熱痕跡
が残る。P1は褐色土で焼土・炭化物が含まれている。壁際のP2は黒褐色土で椀（230）が出土してい
る。壁際コーナー部のP3は壁がやや傾く非常に深いピットであるが、対応する掘り込みがなく機能は
不明である。土器は椀以外は小破片のみであるが、弥生時代中期後半代であろうか。
　出土遺物（第52図、写真323）　230は1／4程を欠く椀である。器面の剥落が進んでいるが、外面お
よび内面の中ほどまで丹塗りが施されている。
　SC0486（第53図、写真97～99）
　調査区南側西端で検出する。南北長5.2ｍ、東西長3.3ｍの平面隅丸長方形である。埋土は黒褐色土
で、壁沿いには壁溝が認められ、P1・2の2本柱と考えられる。東壁中央に掘り込みを持ち、西側床面
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第50図　SC0483実測図（1／60）

には炭化物が広がる。また、住居跡東側には溝状のSK0488が位置しており、住居跡との関連も考えら
れる。遺物は土器小破片、黒曜石剥片等が出土しており、弥生時代中期後半代であろうか。
　出土遺物（第53図、写真355）　231～234は甕である。口縁部は鋤形もしくは逆L字形で、底部は平
底を呈する。235は丹塗りの高坏である。236は花崗岩製の砥石で上面が砥面となる。237はシルト質
の偏平片刃石斧である。238は折損した石鎌の裏面が剥落したものであろう。
　SC0495（第54図、写真100）
　調査区南側東斜面上で検出する。削平が著しく周辺の遺構も失われているが、直径5ｍ程度の円形



10 ㎝0

4 ㎝0

217

219
220（P4） 222（P10）

221（P12）
218

223

224

225

227

226

228
229

－ 60 － － 61 －

第51図　SC0483出土遺物実測図（228・229は1／2、その他は1／3）

住居跡の一部が残存している。埋土は暗褐色土で、壁沿いには壁溝が認められる。遺物は土器小破
片、黒曜石剥片等が出土しており、弥生時代中期中頃～後半代であろうか。
　出土遺物（第54図239～242）　239～241は断面逆L字形の甕口縁部である。上面は水平となる。242
は坏破片である。口縁部断面は三角形を呈する。
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第52図　SC0484・0485及び出土遺物実測図（1／60、1／3）
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第53図　SC0486及び出土遺物実測図（1／60、237、238は1／2、231～235は1／3、236は1／6）
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第54図　SC0495・SD0436及び出土遺物実測図（1／40、1／60、1／3）

暗灰色土に明黄褐色土ブロックを少量含む
1層より粘性が強い
灰黄色砂質土（粗砂・人頭大礫を多く含む）
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第55図　SK0406及び出土遺物実測図（1／40、1／3）

黒褐色土（焼土・炭化物を含む）
1層より炭化物を多く含む
明黄褐色土と黒褐色土混合（2：1）
にぶい黄褐色土に焼土ブロックを少量含む
黄褐色土
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第56図　SK0421・0435・0438及び出土遺物実測図（1／40、1／3）

（3）溝（SD）
　SD0436（第54図、写真101～104）
　調査区中央西端で検出する。調査区西側の谷部に向かって開析された自然流路で、周辺は削平が進
んでおり遺構の大半が失われている。壁面・底面は凹凸が著しく、最下層には粗砂中に礫が多く含ま
れている。埋土上面から掘り込む周辺のピットはいずれも灰色土で、近世以降に位置付けられる。こ
れらは削平以降に掘削されたものであろう。遺物は弥生土器・須恵器小破片が出土している。
　出土遺物（第54図243～246）　243～245は弥生土器破片である。246は須恵器高坏破片である。
（4）土坑（SK）
　SK0406（第55図、写真105・106）
　調査区北側で検出する。南北長3.35ｍ、東西長2.54ｍの平面隅丸長方形である。上面埋土はにぶい
黄褐色土で、東半にさらに掘り込みを有する。掘り込み部分1～4層には炭化物・焼土が含まれている
が、壁面や底面に被熱痕跡は認められなかった。弥生時代中期前半～中頃に位置付けられる。
　出土遺物（第55図）　247～249は断面逆L字形の口縁部で、247は口縁下に突帯を貼付し、248は沈

1　灰黄褐色土（炭化物・焼土ブロックを含む）
2　灰黄褐色土（炭化物を非常に多く含む）
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第57図　SK0439・0440及び出土遺物実測図（1／40、1／3）

線を巡らせる。250・251は上げ底の底部である。
　SK0421（第56図、写真107）
　調査区北側で検出し、K0427を切る。長軸1.3ｍ、短軸1.2ｍの平面隅丸三角形である。残存壁高は10
㎝ほどで、壁は直立している。埋土は炭化物を多く含む暗褐色土で、北西壁面に被熱痕跡が残ってい
る。出土遺物は弥生土器片および黒曜石剥片であるが、形態から、主として鍛冶遺構に伴って検出さ
れる古代以降の炭窯と考えられる。
　SK0435（第56図、写真108・109）
　調査区北側で検出し、K0422を切る。東側に張り出しを設け一段平坦面をつくり、底面はほぼ平
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第58図　SK0444実測図（1／40）

坦である。埋土は1層（厚30㎝）：灰黄褐色土、2層（厚15㎝）：灰黄褐色土に明黄褐色土ブロック
を多く含む、3層（厚30㎝）：灰オリーブ色土に灰黄褐色土と明黄褐色土ブロックを含む、4層（厚
2㎝）：粘性のあるオリーブ褐色土である。遺物は少量で2層から白磁破片が出土している。周辺の
ピットから中世の遺物は出土しておらず、遺構の埋没時期を示すものと考えられる。
　出土遺物（第56図）　252は白磁の皿で外底面が露胎となる。
　SK0438（第56図、写真110・111）
　調査区北西側で検出する。長軸1.8ｍ、短軸1.1ｍの平面歪な長方形である。東西両壁面に被熱痕跡
が残るとともに、北側平坦面上には熱を受けた壁面が崩落し、部分的に還元面が認められる。底面は
凹凸が目立ち、埋土には炭化物を多く含んでいる。出土遺物はないが、SK0421同様の炭窯である。
　SK0439（第57図、写真112）
　調査区北西側で検出する。平面略方形を呈し、床面はほぼ平坦である。埋土は灰オリーブ色土であ
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第59図　SK0444出土遺物実測図1（1／3）
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第60図　SK0444出土遺物実測図2（1／3）

る。遺物は少量で弥生土器片とともに白磁破片が1点出土している。埋土土色等より中世以降の遺構
と考えられるが、時期の詳細は不明である。
　出土遺物（第57図253）　白磁碗の小破片である。内面に櫛描き文を施す。
　SK0440（第57図、写真113・114）
　調査区北側で検出する。平面弓状に湾曲する溝状の土坑である。壁面は階段状に掘り下げを行い中
央が最も深くなっている。位置関係よりK0443に伴う区画溝もしくは墓域西側を限る溝状の性格を想
定した。出土遺物は少量で弥生土器および黒曜石剥片が出土している。
　出土遺物（第57図254・255）　254は断面逆L字形、255は断面三角形を呈する甕口縁部である。い
ずれも上面はほぼ水平となる。
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第61図　SK0445・0446実測図（1／40、1／60）

　SK0444（第58図、写真115・116）
　調査区北側で検出する。SK0444→SC0426の先後関係となる。一辺2.7ｍ×2.9ｍの平面略方形を呈
し、検出面からの深さは1.8ｍ程である。壁面は斜めに立ち上がり、東・南・西壁際には幅の狭い平坦
面を有している。また南側コーナー壁面にはステップ状の掘り込みを有する。遺物は1・2層から多く
が出土し、3層以下からはほとんど出土していない。性格については不明瞭であるが、貯蔵穴的な施
設であろうか。弥生時代中期初頭～前半に位置付けられる。
　出土遺物（第59・60図、写真323）　256は壺底部。257～262は上げ底の甕底部である。263～267は
断面三角形（263・264）、内傾する逆L字形（265～267）を呈する口縁部破片である。268は断面三角
形の口縁部を呈し、上げ底の底部は裾が張り出す。269は口縁部逆L字形を呈し、端部には刻みを行
う。口縁下には断面三角形の突帯を貼付する。胴部上位に膨らみを有し、最大径は口縁部径とほぼ同
じである。底部は上げ底で裾は張り出す。270は中実の土製支脚である。
　SK0445（第61図、写真117）
　調査区南側の斜面上で検出する。埋土は暗灰黄色土で底面より3㎝ほどは炭層が堆積している。西
側壁面の一部に地山の被熱痕跡が残り内面は還元黄色化している。削平・攪乱で本来の形状を失って
いるが、SK0421のように本来は平面三角形の炭窯であろう。出土遺物はない。
　SK0446（第61図、写真118・119）
　調査区北西側で検出する。埋土はにぶい赤褐色土で、平坦面の西側に円形の掘り込みを有する。調
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第62図　SK0454及び出土遺物実測図（1／40、279は1／1、277・278・280は1／2、その他は1／3）
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第63図　SK0487・0488及び出土遺物実測図（1／40、1／3）

査区の中で、同様の埋土の遺構はなく、また埋土が表土直下の盛土に類似しているため、新しい時期
の掘り込みである可能性が高い。出土遺物は小破片のみで、近世以降の陶磁器類は出土していない。
　SK0454（第62図、写真120・121）
　調査区南側で検出する。南側甕棺墓群の北側に位置し、斜面により東側を削平されている。南北長
3.6ｍ、東西長1.7ｍ以上で、南壁沿いに平坦面を有する。南側は階段状に掘り下げられ、底面はほぼ
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平坦である。埋土は暗灰黄色土に明黄褐色土のブロックを含む。床面直上で切先の折損した石剣が先
端を床面に向けた状態で出土した。当初甕棺もしくは木棺墓等の墓坑として掘り下げたが、埋葬主体
は確認できなかった。弥生時代中期前半に位置付けられる。
　出土遺物（第62図、写真355・356）　271～273は上げ底の底部である。274～276は甕である。口縁
部は上面が内傾する逆L字形である。胴部最大径は上位に有し、276の底部はやや薄手の上げ底とな
る。277は石剣の下半部破片で、折損部を研磨し片刃に仕上げる。278は石剣の再利用を意図して研磨
したものであろうか。279は黒曜石製石鏃の破片品である。280は混入品の椀形鍛錬鍛冶滓である。
　SK0487（第63図、写真122）
　調査区南西側で検出し、SC0486の南側に隣接する。一辺2.8ｍ平面方形を呈し、底面は平坦であ
る。埋土は黒褐色土で周辺の竪穴住居跡に類似する。弥生時代中期後半に位置付けられる。
　出土遺物（第63図281・282）　281は内傾する逆L字形の口縁部破片。282は平底の底部である。
　SK0488（第63図、写真98・123）
　調査区南西側で検出する溝状土坑である。埋土は黒褐色土である。SC0486に主軸を揃えて並び埋土
も同様であるため関連も考えられるが、弥生時代中期前半頃の遺物が出土している。
　出土遺物（第63図283～286）　283は甕の口縁部である。口縁部は内傾し、胴部上位に膨らみを有
する。284～286は上げ底の底部である。
　SK0489（第64図）
　調査区南側で検出する。埋土は黄褐色土で、当初は埋葬遺構と考え掘り下げを行った。掘り方は階段
状となり東側を平面方形に掘り下げている。出土遺物からは弥生時代中期初頭～前半と考えられる。
　出土遺物（第64図287～290、写真355）　287は断面三角形の口縁部破片である。288・289は上げ底
の底部である。290は磨製石鏃である。
　SK0490（第64図、写真124・125）
　調査区南側で検出する。平面はやや不整であるが、一辺2.7～2.9ｍの方形を呈し、検出面からの深
さは1ｍである。機能・用途は不明である。出土遺物は小破片のみで、丹塗り土器も出土しているこ
とから弥生時代中期後半～末に位置付けられる。
　出土遺物（第64図291～293）　291は断面三角形、292は逆L字形の甕口縁部である。293は混入品の
鍛冶滓である。
　SK0497（第65図、写真126・274・275）
　調査区南側で検出する。K0496・0470を埋葬する大型土坑の一部として掘り下げを行った。大型土
坑の北側に位置するが、関連の有無については不明である。東西長1.8ｍの平面長円形を呈し、北～東
の壁はわずかにオーバーハングする。埋土は灰黄褐色土ににぶい黄色土ブロックを少量含み、南側は
K0496によって撹乱されている。遺物は小破片のみで弥生時代中期初頭～前半に位置付けられる。
　出土遺物（第65図294・295）　294は上げ底の甕底部、295は外面横ミガキを行う壺の底部である。
　SK4168（第66図）
　調査区北側で検出する。長方形土坑の南側に張り出しを有する。SC0426→SK4168の先後関係とな
る。埋土は黒褐色土で、床面は平坦となる。弥生時代中期後半～末に位置付けられる。
　出土遺物（第66図296）　296はく字形に屈曲する甕の口縁部である。
　SK4170（第66図）
　調査区北側で検出する。平面隅丸長方形を呈し、長軸1.8ｍ、短軸1ｍである。床面は平坦で壁は斜
めに立ち上がる。弥生時代中期後半～末に位置付けられる。
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第64図　SK0489・0490及び出土遺物実測図（1／40、1／60、290は1／2、その他は1／3）
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第65図　SK0497及び出土遺物実測図1（1／40、1／3）

　出土遺物（第66図297）　297は丹塗りの瓢形土器の胴部である。内外面に赤色顔料が認められる。
　SK4912（第66図、写真127・128）
　調査区南側で検出する。長軸1.5ｍ、短軸1.05ｍで平面長円形である。埋土に炭化物を多く含むが、
壁面には被熱痕跡は残っていない。炭窯の可能性が考えられる。出土遺物はなく時期は不詳である。
　SK4913（第66図）
　調査区南側で検出する。SC0453の西側に隣接し、弧状となる土坑である。埋土は黒褐色土で、出土
遺物は弥生土器小破片、石斧破損品が出土している。
　出土遺物（第66図298）　玄武岩製太型石斧の刃部を長軸方向に打割している。再利用を意図した
ものであろうか。
（5）土坑墓・木棺墓（SR）
　台地上及び斜面上において土坑・木棺墓8基、甕棺墓78基による埋葬遺構群を検出した。埋葬遺構
群は台地尾根線に沿って配されるとともに、中央の空閑地をはさんで北群と南群に分けることができ
る。北群については削平により失われたものもあると考えられるが、現状で残存している埋葬遺構に
ついてはほぼ完掘している。南群についてはさらに南側に墓域を延ばしている。
　土坑墓・木棺墓については棺材が残存するものはなく、土層観察・粘土痕跡で木棺部分が想定でき
るものについては木棺墓とした。
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第66図　SK4168・4170・4912・4913及び出土遺物実測図（1／40、1／2、1／3）

1　黄褐色土
　（炭化物少量含む）
2　黒褐色土
　（炭化物を多く含む）
3　2層より炭化物少ない
4　オリーブ褐色土
5　炭層
6　暗灰黄色土




